
皆さんのパソコンには、ウイルス対策ソフトは導入
されていますか？このソフトは、インターネットやＵ
ＳＢメモリなどを通じて感染するコンピュータウイル
スからパソコンを守るとても重要なものです。 
しかし、「わが家は、ウイルス対策ソフトを入れて

いるから大丈夫！！」と安心していませんか？ 
●ウイルス定義ファイルは常に最新の状態に！！ 
ウイルス対策ソフト（ワクチンソフトとも呼びます）
は、ウイルス定義ファイルを使用してコンピュータウ
イルスに対する感染防御を行っています。ウイルス定
義ファイルには、既に見つかっている数多くの種類の
ウイルスの情報が記録されています。しかし、新種の
ウイルスが登場した場合、古いウイルス定義ファイル
には情報がないため、そのまま放っておくとウイルス
に感染してしまうことがあります。ウイルス対策ソフ
トを有効に活用するためには、ウイルス定義ファイル
を常に最新のものにしておかなければいけません。 
●ウイルス定義ファイルを自動更新に！ 
最新のウイルス定義ファイルをパソコン内に取り入

れる（アップデート）には、ウイルス対策ソフトの設
定画面（メイン画面）から手動でも行えますが、随時
更新を行なう自動更新の機能を利用することをお勧め
します。 
●定義ファイルの更新ができない！？ 
パソコンを購入した際に、あらかじめウイルス対策
ソフトが導入されている場合があります。これは「○
○日間のお試し」の試用版です。この試用期間内であ
ればウイルス定義ファイルも更新できますが、期限が
切れると更新はできません。いずれにしてもこの状態
では危険ですので、できるだけ早く製品版を購入して
ウイルス定義ファイルの更新をするようにしましょう。
なお、試用版の期限切れから一定期間を過ぎますと利
用できなくなる場合もありますので注意が必要です。 
ウイルスに感染すると、大切なファイルが使用でき
なくなったり、最悪の場合、パソコンそのものが起動
しなくなってしまうことがあります。パソコンを安心
して利用するために、ウイルス対策ソフトの導入とウ
イルス定義ファイルの管理を行うようにしましょう。 
 
情報処理推進機構の情報セキュリティサイト 
http://www.ipa.go.jp/security/personal/index.html 

新年明けましておめでとうございます。 
昨年は、数多くの事件・事故を「事件メモ」として

紹介しましたが、今年は、そうした犯罪が少しでも減
少するよう、より一層のパトロール強化を図るなどの
活動を行ってまいります。 
安全・安心な町づくりのため、皆さんのご理解とご

協力をよろしくお願いします。 
 
 
シートベルト着用について交通の教則が改正！ 
妊娠中の方も、シートベルトを正しく着用すること

によって、交通事故に遭った際の被害から、母体と胎児
を守ることができるという日本産科婦人科学会などの
見解もあり、着用を促進するよう教則が改正されました。 
ただし、着用することが健康保持上適当でない場合

は、着用しなくてもよいこととされていますので、医
師に確認するようにしましょう。 
※妊娠中の方の正しいシートベルト着用方法 
・シートの背は倒さず、シートに深く腰掛ける！ 
・腰ベルトは腹部を避けて、腰骨の低い位置で！ 
・肩ベルトは肩から胸の間を通し、腹部は避ける！ 

「110番」の歴史は、昭和23年10月1日からです。
当初は、東京、大阪、名古屋など8大都市のみでの運
用で、当時は110番以外の番号も使用されていまし
たが、昭和29年7月1日に統一されました。 
「110番」の理由は、みんなに覚えやすい3けた
の番号で、当時のダイヤル式の電話で早くダイヤルで
きる「1」を2つ並べた次に、最も間違いが少なく覚
えやすい「0」とした、といわれています。 
緊急でない警察署への要望や相談などは、最寄りの
警察署・交番・駐在所、もしくは、警察安全相談「♯
9110」または「058－272－9110」におかけ
ください。 
また、聴覚や言語障がいのある方は、メール（アド
レス：gi fu@g i fu110 . jp）をご活用ください。
なお、このメールは、犯人の写真画像などの添付ファ
イルも送信できる通報用メールです。 


